　

日時　：　平成22年12月11日（土）　１４時００分～１７時４０分

場所　：　旭川歯科医師会大講堂（２Ｆ）

　　　　　　　　　（日歯生涯研修単位　４単位、摂食リハ研修医指定研修）
＜プログラム＞

　　　　　　　　　司会　　　　道北口腔保健センター

摂食・嚥下リハビリテーション担当チーフ　藪下　吉典

１４時００分　　　挨拶　　　　　　道北口腔保健センター運営委員長　　　井合　典郎

１４時０５分　　　特別講演「栄養療法と摂食・嚥下リハビリテーション」
　　　　　　　　～急性期病院NST介入患者への対応～
小樽歯科医師会　　　　　　　　　　　　舘　　宏　先生

　　　　　　　＜５分休憩＞
１５時２０分　　　研修講座　「安全に美味しくたべるということ」
（株）キューピー

＜５分休憩＞

１６時２０分　　　症例１「聴神経腫瘍術後に重度の嚥下障害を呈した一症例」

旭川赤十字病院　　　　　　　　　　　大橋　志奈　先生　　　
１６時４０分　　　症例２「摂食・嚥下障害を伴う滑脳症の一症例」
道北口腔保健センター　　　　　　　　近藤　英司　先生
１７時００分　　　症例３「上口唇閉鎖不全を伴う捕食障害児の１０年経過例」

札幌歯科医師会口腔医療センター　　　渡辺　浩史　先生
１７時２０分　　　総括　　　道北口腔保健センター摂食嚥下リハビリテーション指導医　　　　　　　　木下　憲治　先生
１７時４０分　　　閉会　　　　　　旭川歯科医師会担当理事　　　　　　　藤田　浩孝
はじめに
　道北口腔保健センター（以下センター）は昭和５５年から運営され３０年の節目を迎えることとなりました。皆様ご存じのとおりセンターの診療部門は障害者歯科診療、休日救急歯科診療、小児予防、そして摂食・嚥下リハビリテーションの４部門で構成されております。摂食・嚥下リハビリテーション診療部門において毎年この時期に症例検討会を開催し研修医、担当医を含めた知識の向上や他職種連携を主目的とした研修会を行っております。今年で第７回目を迎えることとなったこの症例検討会が少しでも明日に生かせる実りのある研修会となることを願って開催させていただきます。　　　　　（摂食担当医一同）
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